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は
終
了
し
ま
す
。

　

一
方
、
後
者
の
場
合
、
試

用
期
間
終
了
後
に
能
力
不
足

等
を
理
由
と
す
る
解
約
権
が

留
保
さ
れ
て
い
る
労
働
契
約

（
解
約
留
保
権
付
労
働
契

約
）
と
解
さ
れ
て
お
り
、
契

約
の
解
除
は
解
雇
と
同
じ
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
合
理
的

な
理
由
が
あ
り
、
社
会
通
念

上
相
当
で
あ
る
場
合
に
し
か

解
雇
で
き
ま
せ
ん
。
具
体
的

　

ス
タ
ッ
フ
雇
用
の
際
の

「
試
用
期
間
」
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

ス
タ
ッ
フ
採
用
の
際
、
能

力
・

適
性
判
断
の
た
め
に

「
試
用
期
間
」
を
設
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
期
間
に
決

ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
１

カ
月
か
ら
半
年
未
満
と
す
る

と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

試
用
期
間
を
設
け
る
場

合
、
試
用
期
間
中
は
有
期
労

働
契
約
と
し
て
試
用
期
間
経

過
後
に
改
め
て
労
働
契
約
を

締
結
す
る
方
法
と
、
労
働
契

約
の
最
初
に
試
用
期
間
を
設

け
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

前
者
の
場
合
、
試
用
期
間

満
了
後
に
新
た
に
労
働
契
約

を
締
結
し
な
い
限
り
、
契
約

出
し
方
、
言
葉
遣
い
、
電
話

対
応
の
基
礎
な
ど
実
習
を
通

じ
て
説
明
。「
患
者
に
フ
ァ

ン
に
な
っ
て
も
ら
う
接
遇
を

目
指
そ
う
」
と
強
調
し
た
。

　

午
後
の
助
手
編
で
は
西
川

眞
二
臨
床
学
術
部
副
部
長
を

講
師
に
、
保
険
医
療
制
度
の

概
要
や
歯
科
医
院
で
行
わ
れ

る
治
療
に
関
す
る
基
礎
知
識

を
ク
イ
ズ
な
ど
も
交
え
な
が

ら
解
説
し
た
。
歯
科
衛
生
士

編
で
は
、
口
腔
ケ
ア
の
基
礎

知
識
な
ど
の
座
学
講
習
の
ほ

か
、
症
例
を
も
と
に
指
導
計

画
を
検
討
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
実
施
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
治
療

の
流
れ
が
よ
く
わ
か
っ
た

（
助
手
編
）」
、「
症
例
に
応

じ
た
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
勉
強
に
な
っ
た

（
歯
科
衛
生
士
編
）」
な
ど

と
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

臨
床
学
術
部
は
７
日
、
新

人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座
を
開

き
、
会
員
院
所
の
従
業
員
51

人
が
参
加
し
た
。
午
前
は
水

原
道
子
氏
（
元
大
手
前
短
期

大
学
教
授
）
を
講
師
に
接
遇

・
マ
ナ
ー
研
修
を
実
施
。
午

後
に
は
歯
科
衛
生
士
と
歯
科

助
手
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
職
種
に
必
要
な
基
礎
知
識

を
学
ん
だ
。

　

水
原
氏
は
、
患
者
に
良
い

印
象
を
与
え
る
表
情
や
声
の

神
・
淡
路
大
震
災
の
際
、
左
岸

河
口
部
で
液
状
化
に
よ
り
延

長
２
㌔
㍍
に
渡
り
最
大
３
㍍

も
沈
下
し
た
の
を
始
め
、
19

カ
所
で
延
長
５
・
７
㌔
㍍
の

区
間
で
沈
下
や
亀
裂
な
ど
の

被
害
を
受
け
た
（
国
交
省
淀

川
河
川
事
務
所
Ｈ
Ｐ
）
。
液
状

化
対
策
を
講
じ
て
も
、
阪
神

・
淡
路
大
震
災
以
上
の
震
災

に
耐
え
う
る
保
証
は
な
い
。

防
の
中
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

巨
大
な
箱
を
並
べ
る
工
法

は
、
採
算
性
や
安
全
性
に
つ

い
て
計
画
段
階
か
ら
問
題
点

が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
南
海

ト
ラ
フ
大
地
震
な
ど
の
津

波
、
揺
れ
、
液
状
化
で
堤
防

や
道
路
が
崩
壊
し
た
ら
、
利

用
者
や
住
民
の
命
が
危
険
に

さ
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

淀
川
の
堤
防
は
95
年
の
阪

　

ト
ン
ネ
ル
構
造
の
阪
神
高

速
２
号
「
淀
川
左
岸
線
」
２

期
事
業
の
事
業
費
が
当
初
の

約
２
・
５
倍
の
約
２
９
０
０

億
円
に
な
る
見
通
し
を
22
年

３
月
、
大
阪
市
が
明
ら
か
に

し
た
。

　

軟
弱
地
盤
の
改
良
工
事
で

近
隣
住
宅
に
ひ
び
が
入
る
な

ど
の
被
害
が
出
た
た
め
工
法

の
変
更
が
必
要
と
な
り
、
費

用
が
増
大
。
市
は
25
年
の
万

博
に
向
け
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運

行
の
供
用
開
始
時
期
を
26
年

度
末
か
ら
24
年
度
末
へ
の
前

倒
し
を
目
指
し
て
い
た
が
、

工
法
の
変
更
に
よ
り
間
に
合

わ
な
い
可
能
性
が
出
て
き

た
。
地
上
に
代
替
路
を
建
設

す
る
場
合
、
さ
ら
に
数
十
億

円
が
か
か
る
と
い
う
。
松
井

一
郎
市
長
は
「
市
の
地
盤
調

査
が
甘
か
っ
た
」
と
述
べ
た

が
、
陳
謝
し
て
済
む
問
題
で

は
な
い
。

　

世
界
的
に
前
例
の
な
い
堤

に
は
、
適
性
判
断
の
期
間
と

し
て
試
用
期
間
を
設
け
て
い

る
場
合
、
使
用
者
が
十
分
な

指
導
・
教
育
を
行
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
の
能

力
不
足
・
資
質
不
足
が
顕
著

で
あ
り
、
改
善
の
見
込
み
が

な
い
と
い
っ
た
特
別
な
事
情

が
な
い
限
り
、
解
約
権
の
行

使
は
無
効
で
す
。
こ
れ
に
対

し
て
、
高
い
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

能
力
を
期
待
さ
れ
て
管
理
職

と
し
て
中
途
採
用
さ
れ
た
場

合
に
は
、
解
約
権
行
使
は
緩

や
か
に
判
断
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
試
用
期
間
は
能
力

・
適
性
を
判
断
す
る
た
め
に

設
け
ら
れ
る
も
の
で
す
の

で
、
長
期
の
試
用
期
間
を
定

め
た
り
、
い
っ
た
ん
定
め
た

試
用
期
間
を
合
理
的
な
理
由

な
く
延
長
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ

イ
ト
と
し
て
採
用
さ
れ
た
労

働
者
を
正
社
員
に
転
換
す
る

際
に
試
用
期
間
を
設
け
る
こ

と
も
無
効
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

 

（
弁
護
士　

遠
地
靖
志
）

転ばぬ先の　
　法律相談

医院経営

第30回 試用期間の注意点は？

新規雇用時には注意を
契約解除が解雇になる恐れも

イラスト・辻井タカヒロ

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
（
オ
ン
資
）
の

原
則
義
務
化
方
針
が
「
骨
太
の
方
針
２
０

２
２
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
を
受
け
、

厚
労
省
は
３
日
に
開
か
れ
た
中
医
協
総
会

で
紙
レ
セ
プ
ト
請
求
以
外
の
医
療
機
関
を

義
務
化
対
象
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

こ
の
ま
ま
２
０
２
３
年
４
月
に
義
務
化
す

れ
ば
対
応
で
き
な
い
医
療
機
関
が
続
出
す

る
。
義
務
化
方
針
は
撤
回
す
べ
き
だ
。

　

中
医
協
資
料
に
よ
れ
ば
紙
レ
セ
プ
ト
請

求
以
外
の
歯
科
診
療
所
は
全
歯
科
診
療
所

の
91
・
４
％
に
及
ぶ
。
オ
ン
資
の
本
格
運

用
開
始
か
ら
10
カ
月
を
経
て
、
実
際
に
運

用
を
開
始
し
た
歯
科
診
療
所
は
２
割
に
も

満
た
な
い
。
半
年
足
ら
ず
で
残
り
の
診
療

所
に
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
回
線
を
整
備
し
、

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
設
置
す
る
の
は
不
可

能
で
あ
る
。

　

厚
労
省
は
オ
ン
資
の
義
務
化
を
療
養
担

当
規
則
に
明
記
す
る
方
針
を
示
し
、
国
会

の
審
議
を
経
ず
に
進
め
る
姿
勢
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
仮
に
医
療
機
関
が
対
応
し

な
い
場
合
、
▽
こ
れ
ま
で
通
り
保
険
診
療

を
続
け
ら
れ
る
の
か
▽
療
養
担
当
規
則
違

反
に
な
る
の
か
―
―
な
ど
の
扱
い
に
つ
い

て
は
説
明
が
な
い
ま
ま
だ
。
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
回
線
の
維
持
費
負
担
や
情
報
漏
洩
、

患
者
ト
ラ
ブ
ル
の
リ
ス
ク
な
ど
に
つ
い
て

も
医
療
関
係
者
の
疑
問
に
全
く
応
え
て
い

な
い
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
厚
労
省
と
診
療
報

酬
支
払
基
金
は
医
療
機
関
に
対
し
て
電
話

や
封
書
な
ど
で
「
オ
ン
資
が
来
年
４
月
以

降
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す

か
」
と
既
定
路
線
か
の
よ
う
に
説
明
し
、

一
方
的
に
働
き
か
け
て
い
る
。
誤
っ
た
情

報
で
不
安
や
混
乱
を
あ
お
り
、
導
入
を
迫

る
こ
と
は
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。
即
刻
中

止
す
べ
き
だ
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
あ
り
き
で
義
務
化
に
突

き
進
め
ば
、
対
応
で
き
な
い
医
療
機
関
が

相
次
ぐ
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
も
し
保
険
診

療
の
提
供
や
請
求
に
支
障
が
出
る
こ
と
に

な
れ
ば
、
地
域
医
療
に
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
地
域
医
療
を
担
う
医

療
機
関
が
安
心
し
て
診
療
を
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
政
府
は
オ
ン
資
の
原
則
義
務
化
方

針
を
た
だ
ち
に
撤
回
す
べ
き
だ
。

春夏秋冬

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

義
務
化
方
針
は
撤
回
せ
よ

　

臨
床
学
術
部
は
７
月
31

日
、
７
月
度
生
涯
研
修
講
座

「
摂
食
嚥
下
障
害
の
理
解
と

診
療
の
実
際
」
を
開
い
た
。

林
宏
和
氏
（
中
央
区
・
林
歯

科
医
院
副
院
長
）
を
講
師
に

38
人
が
参
加
し
た
。
な
お
、

本
研
修
講
座
は
感
染
予
防
の

観
点
か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
会
と

し
て
開
催
し
た
。

　

摂
食
嚥
下
障
害
が
引
き
起

こ
さ
れ
る
原
因
は
多
種
多
様

で
あ
り
、
す
べ
て
の
原
因
を

取
り
除
く
こ
と
は
困
難
で
対

症
療
法
的
な
対
応
を
取
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
林
氏
は
嚥
下

造
影
検
査
や
Ｖ
Ｅ
に
よ
る
映

像
を
も
と
に
、
正
常
摂
食
嚥

下
や
摂
食
嚥
下
障
害
の
あ
る

数
多
く
の
症
例
を
紹
介
。
実

際
に
参
加
者
ら
に
水
や
煎
餅

を
様
々
な
条
件
で
摂
食
嚥
下

し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
そ
の

生
理
学
的
現
象
や
実
践
的
な

対
処
法
に
つ
い
て
解
説
し

た
。

　

林
氏
は
、「
摂
食
嚥
下
障

害
は
多
職
種
が
総
合
的
に
チ

ー
ム
と
し
て
対
応
す
る
必
要

が
あ
り
、
歯
科
医
師
・
歯
科

衛
生
士
は
口
腔
歯
科
分
野
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
そ

の
専
門
性
を
十
分
に
発
揮
し

多
職
種
連
携
に
寄
与
す
る
べ

き
」
と
強
調
。「
患
者
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
の
確
立
に
は
医
療
者
側

か
ら
の
意
見
だ
け
で
は
な

く
、
患
者
家
族
に
後
悔
の
念

を
抱
か
せ
な
い
よ
う
に
患
者

・
家
族
に
寄
り
添
っ
た
診
療

が
肝
心
で
あ
る
」
と
思
い
を

語
っ
た
。

 

（
港
区
・
平
尾
清
司
）

７月度生涯
研 修 講 座

患
者
に
寄
り
添
っ
た
診
療
を

摂
食
嚥
下
障
害
を
解
説

当初比2.5倍の2900億円
淀川左岸線事業費 大阪維新大阪維新

③

淀川左岸線事業全体図（予定）

衛
生
士
編
で
、
症
例
を
も
と
に

指
導
計
画
を
検
討
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
様
子
＝
７
日
、
保

険
医
会
館

新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
う
接
遇
を

接
遇
や
基
礎
知
識
学
ぶ


